
  

　　　たとえば、友だちが遊びに来たとき。ピアノなんか弾いてみせて「この曲、ボクが作ったんだ」と言う。いないなぁ、そういうひと。それはまず 

できない。「この絵、ボクが描いたんだ」も、なかなかむずかしい。しかし、です。ちょっとオシャレな風景写真かなにか。友だちが気に入って「これ、 

いいね」と誉める。「どこで買ったの？」とか聞く。そのとき、さりげなく「いや、ボクが撮ったんだ」と答える。これならありえる。男性向けの雑誌でも 

こぞって特集が組まれるほど、インテリアに関心が集まっている時代。自分の心地よい空間を、自分で演出する時代。写真は自分のセンスを表現し 

やすいアートです。フィルムでもデジカメでも。インテリアにイイ感じの写真が撮れたら、フジカラーのお店で、大きく美しいプリントにしてください。 

　　   ことばを越えたコミュニケーション、imageの時代へ。フジフイルムは「 imageを科学する」世界のフロンティアとして、これからも進みます。 

作曲できない。絵は描けない。写真は、撮れる。 
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imageする会社。 


